







































































































































































































































































































拡張して「青島国粋会本部」を設立した。幹事長以下役員 20人，会員 100余人のほか，常備員 10人，予備
員 50人を有した。1932年 2月 20日に解散した。（外務省編纂『日本外交文書　昭和期 1第 1部第 5巻』（外










　⒂ 前掲，外務省編纂『日本外交文書　昭和期 1第 1部第 5巻』814頁。
　⒃ JACAR：C14061039100。
　⒄ 前掲，外務省編纂『日本外交文書　昭和期 1第 1部第 5巻』814頁。JACAR：C05021542500。
　⒅ JACAR：C05021542500。
　⒆ 『東京朝日新聞』，1931年 8月 20日朝刊。
　⒇ 前掲，外務省編纂『日本外交文書　昭和期 1第 1部第 5巻』810頁。
　� 『東京朝日新聞』，1931年 8月 23日朝刊。
　� 前掲，外務省編纂『日本外交文書　昭和期 1第 1部第 5巻』811頁。
200 満州事変期における青島日本人居留民の暴動（郭）
　� 『東京朝日新聞』，1931年 8月 21日夕刊。

















ある。『青島民国日報』1932年 1月 9日掲載。筆者が翻訳した。（JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. 
C14120181300，公刊昭和 6．7年支那事変史上（公刊昭和 6．7年事変海軍戦史原稿）（防衛省防衛研究所））
　� 沈鴻烈：中国国民党海軍第三艦隊（東北海軍）副司令官。満州事変後，張学良の命令によって，東北海軍
艦隊を率いて青島に移駐した。1931年 12月 16日，南京国民政府により青島代理市長に任命され，翌年 1月
21日，正式に青島市長に任命された。（前掲，盛雷「沈鴻烈与 1932年青島日僑“一一二”暴動」）
　� JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.B02030205500，満洲事変（支那兵ノ満鉄柳条溝爆破ニ因ル日，支
軍衝突関係）／在留邦人保護，引揚，避難及被害関係／保護，引揚及避難関係 第八巻（外務省外交史料館）。
　� 同上。
　� 同上。
　� 前掲，盛雷「1932年青島日僑一一二暴動研究」。
　� JACAR：B02030205500。
　� 前掲，盛雷「“一・二八”事変爆発前夕的青島日僑暴動探析」。
　� JACAR：B02030205500。
　� 同上。
　� 同上。
